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あいさつの教育Ⅰ
──指導（しつけ）の言葉に着目して──
島 田 博 司
Greeting EducationⅠ: Focusing on Expressions for Discipline
SHIMADA Hiroshi
Abstract: The purpose of this paper is to demonstrate how greeting education is positioned in“Hoikusho-
hoiku-shishin”（Guidelines for Nursery Care at Day Nursery）,“Yochien-kyoiku-yoryo”（Course of Study
for Kindergarten）, and“Gakushu-shido-yoryo”（Course of Study for Elementary, Lower Secondary and Up-
per Secondary Schools）, and to clarify what kind of expressions contributed to greeting education based on
the self-history of greetings that students have reported.
The findings are as follows.
1）Home education constituted a larger proportion of greeting education compared to school education and
social education. Especially in social education, there were few reports on greeting education due to the drop
in“Chiiki-no-Kyoiku-Ryoku”（Education Power of Community）.
2）The children were often disciplined with short expressions.
3）In home education, directive expressions such as“Aisatsu o shinasai.”（“You should say hello when
you meet somebody.”or“You should greet people when you meet them.”）or“Aisatsu o suru.”（“Say
hello.”or“Greet people.”）were often used for discipline.
4）In school education, in the lower grade of elementary school encouraging expressions such as“Aisatsu o
shimasho.”（“Let’s say hello when we meet somebody.”or“Let’s greet each other when we meet peo-
ple.”）were often used to teach a pleasant greeting, and in the middle and upper grades of elementary
school, and junior and high school, directive expressions were used again to develop courtesy according to
the time, place and circumstance.
Key Words: greeting education, moral socialization, guidelines for nursery care at day nursery, courses of
study（for kindergarten, and elementary, lower secondary and upper secondary schools）, self-
history of greetings
要旨：本論の目的は，あいさつについて，どんな言葉でしつけられたかを明らかにすることにある。
そのために，保育所保育指針・幼稚園教育要領・小中高の学習指導要領において，あいさつの教育が
どのように扱われているかを検討した。続いて，学生が報告した「あいさつの自分史」をもとに，ど
のようなしつけの言葉が用いられているかを明らかにした。
その結果，1）あいさつの教育は，家庭教育の占める割合が大きいのに対して，社会教育では地域
の教育力の低下が指摘されるようにほとんど報告例がないこと，2）しつけの言葉は，短い表現で語
られることが多いこと，3）あいさつの教育は，家庭教育では「あいさつをしなさい」という命令・
注意調や「あいさつをする」という指示調の言葉の使用頻度が高いこと，4）学校教育では，小学校
の低学年では気持ちのよいあいさつを指導するために「あいさつをしよう」という提案・奨励調の言
葉の使用例が多いが，学年があがるにつれ，時と場をわきまえて礼儀正しくさせる必要から再び命令
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Ⅰ．は じ め に
1．「あいさつの教育」への注目
最近の子どもは，あいさつをしなくなった，コミュニケーションがとれなくなったということをしばしば耳に
する。
そこで，「あいさつの教育」に注目が集まりつつある。その勢いは，これまで無縁と思われていた大学の教育現
場にも及び，各大学で「マナー教育」の一環と行われている。こうした事態を受け，平成 22（2010）年に日本学
生支援機構が発行している雑誌『大学と学生』と日本私立大学連盟が発行している『大学時報』では，マナー教
育の特集をくんでいる。
甲南女子大学でも，平成 25（2013）年度より大学の中期計画として「挨拶・マナーの徹底実践」が謳われ，以
後春季と秋季に学生生活課を通してマナーキャンペーンの一環として教職員に「あいさつの教育」への参加が依
頼されるようになった。「あいさつを大切に」をテーマに，「キャンパス内で，笑顔であいさつを交わす」ことが
目指され，教師にはあいさつを合図に授業をはじめるなど，とりくみへの協力が求められることとなった。その
後，「マナー UP! キャンペーン」と銘打たれ，基本的には学生主体になされるようになっている。
大学でマナー教育として「あいさつの教育」がなされるようになった背景には，あいさつができない，あるい
はしない学生が増えつつあることと，そのことが社会にでるにあたって不利になるため，そうならないよう社会
人になるために必要な教育だと，キャリア教育の文脈で認識されつつあることが大きい。
これを後押しするのが，現代の教育改革の方向が「なにを学ぶか」から「なにができるようになるか」に向か
っていることである。そこでは，あいさつについて学ぶのではなく，あいさつができるようになることが重視さ
れている。
ところで，一般に「あいさつの教育」は子どもの成長に欠かせないと考えられており，保育や教育現場では基
本的な生活習慣や人間関係の形成に必要なものとしてカリキュラム化されている。だが，「あいさつの教育」は，
小学校から 12年間の教育を受けても，いやそれ以前の保育所や幼稚園の教育を受けても，さらには家庭教育のな
かのしつけを受けても，大学で改めて「あいさつの教育」が必要とされるくらい十分に習慣化されていない現実
が広がっている。こうした状況のなか，「あいさつの教育」をどうしていったらいいかを明らかにしていくことが
今日的課題となっている。
2．「あいさつの教育」の研究動向
近年，教育社会学の立場からこの分野の研究の必要性を訴えてきた加野は，マナーに対する啓発活動が盛んに
なってくるようになってきた半面，これまでマナーに関する本格的研究はあまりにも少なく，内容的にも乏しい
のが現状であると述べている。そして，「マナー」の研究は未開拓の領域であり，教育学にとって重要な研究課題
であるとの理解から，そもそもマナーとは何であるのか，現代社会においてマナーはどんな状態にあるのか，教
育の問題として考えれば人々はどのようにマナーを身体化するかに関心を示している。そして，マナーはしつけ
によって身体化される部分が大きいので，〈人間形成〉の問題と親和性があることは間違いないとしている1）。
この立場から，加野らがこのテーマではじめて学会発表したのが，第 62回日本教育学会大会（2003）である。
それらの成果は，加野芳正編『マナーと作法の社会学』（東信堂，2014）と矢野智司編『マナーと作法の人間学』
（東信堂，2014）という形で結実していく。
マナーの重要な行為の一つに「あいさつ」があるが，この文脈において「あいさつの教育」の研究もまた端緒
がついたばかりである。
・注意調や指示調の言葉が増えていること，などがわかった。
キーワード：あいさつの教育，道徳的社会化，保育所保育指針，幼稚園教育要領・小中高の学習指導
要領，あいさつの自分史
９４ 甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月）
3．本研究の概要
1）研究の目的
本論では，こうした研究状況をふまえ，「人間形成と社会化」という視点からとりわけ道徳的社会化における
「礼儀」の教育に着目し，子どもたちの「基本的な生活習慣」や「望ましい人間関係」を育成する内容としての
「あいさつの教育」の現状と課題について，家庭教育や高校までの学校教育，さらには社会教育の場を対象に，指
導（しつけ）に用いられる言葉の観点から明らかにしようとしている。
2）研究の方法
このために，平成 29（2017）年度の大学新入生を対象として，「あいさつの教育（社会化）」がどのように行わ
れてきたかを検討することにする。
その際，まずはフォーマルな教育として『保育所保育指針』と『幼稚園教育要領』と小中高の『学習指導要領』
に注目し，彼らが受けてきた「あいさつの教育」がそれらのなかでどのように位置づけられているかを明らかに
する。
続いて，彼らが記述した「あいさつの自分史」をもとに，生まれてから高校生までに受けてきた「あいさつの
教育」について，家庭教育，学校教育，社会教育の 3つの場においてどのような「指導（しつけ）の言葉」が用
いられたかという観点から内容分析することで，あいさつがどのように身体化にされていったかを解明していく
ことにする。
Ⅱ．「あいさつの教育」の位置づけ
保育や学校教育などの分野では，「あいさつの教育」はどのように位置づけられているのだろうか。本稿では，
平成 29（2017）年度新入生を対象として，彼らが受けてきた保育内容や教育内容を把握するために，保育所では
平成 11（1999）年度に改定された『保育所保育指針』を，幼稚園では平成 10（1998）年度に改定された『幼稚園
教育要領』を，小学校では 4年生までは平成 10（1998）年度改定の，またその後は平成 20（2008）年度改定の
『小学校学習指導要領』を，中学校では平成 20（2008）年度改定の『中学校学習指導要領』を，高等学校では平
成 20（2008）年度改定の『高等学校学習指導要領』をとりあげ，それぞれ検討していくことにする。
1．『保育所保育指針』の場合
平成 11（1999）年度に改定され，平成 12（2000）年度から施行された『保育所保育指針』は通知としてださ
れ，保育所における保育内容が一層充実されるよう指導されることをお願いする形となっている。このため，現
場への強制力はなく，参考程度のものである。
『保育所保育指針』では，あいさつは発達過程区分では 3歳児以上の各年齢の内容として 5領域が示されている
うちの，言葉の獲得に関する領域である「言葉」でとりあげられている。具体的には，3歳児では「あいさつや
返事など生活や遊びに必要な言葉を使う」，4歳児では「日常生活に必要なあいさつをする」，5歳児では「親しみ
を持って日常のあいさつをする」，6歳児では「日常のあいさつ，伝言，質問，応答，報告がじょうずになる」と
されている。
2．『幼稚園教育要領』の場合
平成 10（1998）年度に改定され，平成 12（2000）年度から施行された『幼稚園教育要領』では，『保育所保育
指針』の場合と同様で，あいさつは言葉の獲得に関する領域「言葉」でとりあげられている。「言葉」では，「経
験したことや考えたことなどを自分なりの言葉で表現し，相手の話す言葉を聞こうとする意欲や態度を育て，言
葉に対する感覚や言葉で表現する力を養う」とされ，その内容のひとつとして「親しみをもって日常のあいさつ
をする」があがってきている。『保育所保育指針』の文面と比較すると，漢字表記に多少の相違はあるものの，5
歳児の保育の内容と同じものになっている。
『幼稚園教育要領解説』では，その内容が詳述されている。まず，集団生活の場では，「親しい人や友達と交わ
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すあいさつから，顔見知り程度の人と交わすあいさつ，さらには，初めて出会う人と交わすあいさつまで」，それ
ぞれの親しさに応じて様々な形のあいさつがあることや，「幼児は，家庭において家族とのあいさつは経験してい
るが，幼稚園生活においては，教師や友達，さらには，他の学級の幼児や訪問者など，家庭とは比較にならない
ほど様々な人々と出会い，あいさつを交わすことになる」と指摘されている。そして，幼稚園で日常的に交わさ
れるあいさつとしては，「朝のあいさつのように出会いを喜び合うことや帰りのあいさつのように別れを惜しみ，
再会を楽しみにする気持ちを伝え合うことなど」が中心となるとされる。そこでは，「名前を呼ばれたときに返事
をすること，相手に感謝の気持ちやお礼を伝えること，さらには，相手のことを心配したり，元気になったこと
を喜んだりすることなども含まれ」ており，「このようなあいさつを交わすことにより，互いに親しさが増すこと
にもなる」としている。とはいえ，「幼児は，このような日常のあいさつを初めからできるわけではない」とさ
れ，「特に，入園当初は，担任の教師やごく親しい友達にしかあいさつができないことが多いであろうし，また，
そのあいさつの仕方も言葉よりも動作や表情が中心になることが多いであろう」ということで，「幼稚園生活に沿
いながら，教師が朝や帰りに幼児たちに気軽に言葉を掛けたり，また，教師同士や保護者や近隣の人々とも気軽
にあいさつを交わしたり，感謝やお礼の気持ちを言葉で伝えたりする姿などを示すこと」が求められている。こ
うした教師の行動により，「幼児もあいさつを交わす心地よさと大切さを学んでいく」とされている。そして，
「親しみをもっていろいろなあいさつを交わすことができるようになるためには，何よりも教師と幼児，幼児同士
の間で温かな雰囲気のつながりがつくられていることが大切である」とされている。
3．『小学校学習指導要領』の場合
『学習指導要領』で，教育内容としてあいさつがとりあげられ，そのねらいや内容，指導の観点，方針などが主
として記載され解説されているのは小学校と中学校の「道徳教育」の領域で，道徳的社会化が促されている。
1）小学 1年生から 4年生まで
平成 10（1998）年度に改定され，平成 14（2002）年度から施行された『小学校学習指導要領』では，あいさつ
は「主として他の人とのかかわりに関すること」の項目で学年ごとに記載されている。〔第 1学年及び第 2学年〕
の低学年対象の部分では，あいさつについて「気持ちのよいあいさつ，言葉遣い，動作などに心掛けて，明るく
接する」と明記されている。〔第 3学年及び第 4学年〕の中学年対象の部分では，あいさつについては明示されて
はいないが，低学年のあいさつの記載があった内容に対応する部分では「礼儀の大切さを知り，だれに対しても
真心をもって接する」となっている。
また，「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」では，とくに低学年では「基本的な生活習慣や善悪の
判断，社会生活上のルールを身に付けること」とされ，中学年では「自主性，協力し助け合う態度を育てること」
と記されている。
ところで，『小学校学習指導要領解説 道徳編』の「内容項目の指導の観点」では，低学年だけでなく中学年で
もあいさつについての記述が続く。まず低学年では，あいさつについて「他の人とのかかわりにおける基本的な
生活習慣の形成に関するものであり，状況をわきまえて真心のこもった適切な礼儀正しい行為ができる児童を育
てようとする内容項目である」とされ，さらに「よい人間関係を築くには，まず，気持ちの良い応対ができなけ
ればならない。それは，さらに真心をもった態度と時と場をわきまえた態度へと深めていく必要がある」と続い
ている。この段階での留意点として，「特にはきはきとした気持ちのよいあいさつや言葉遣い，動作などの具体的
な指導を通して明るく接することのできる児童を育てることが大切である」とされている。
続いて中学年では，低学年からの発展として「この段階においては，相手の気持ちを自分におきかえてとらえ
ることができ始める。あいさつにしても，相手の気持ちに応じた対応ができるようになる。そのことを十分考慮
して，礼儀の大切さを指導する必要がある。しかしまた，この段階は，気の合う友達同士で仲間集団をつくりが
ちであるため，特にだれに対しても真心をもって接する態度を育てることが重要である」と記載されている。
2）小学校 5，6年生
平成 20（2008）年度に改定され，平成 23（2011）年度から施行された『小学校学習指導要領』において道徳
９６ 甲南女子大学研究紀要第 54号 文学・文化編（2018年 2月）
は，平成 21（2009）年度から先行実施された。あいさつは，前回の改定と同様，「主として他の人とのかかわり
に関すること」の項目で学年ごとに記載されており，低学年，中学年，高学年とも内容に変更はない。
〔第 5学年及び第 6学年〕の高学年対象の部分では，あいさつについては，中学年同様，直接明示されてはいな
いが，該当部分には「時と場をわきまえて，礼儀正しく真心をもって接する」となっている。
また，「指導計画の作成と内容の取扱い」では，「各学年を通じて自立心や自律性，自他の生命を尊重する心を
育てることに配慮するとともに，児童の発達の段階や特性等を踏まえ，指導内容の重点化を図ること」とされ，
高学年においては「悩みや葛藤等の心の揺れ，人間関係の理解等の課題を積極的に取り上げ，自己の生き方につ
いての考えを一層深められるよう指導を工夫すること」となり，低学年で重視されている基本的生活習慣を身に
つける例として，あいさつがとりあげられている。なお，前回低学年の「内容項目の指導の観点」では，たんに
「低学年では基本的な生活習慣」と書かれていたところが，今回は「低学年ではあいさつなどの基本的な生活習
慣」と表現され，あいさつが強調されている。
ところで，『小学校学習指導要領解説 道徳編』の「内容項目の指導の観点」では，前回記述のなかった高学年
でもあいさつがとりあげられている。高学年では，中学年からの発展として「この段階においては，特に礼儀作
法について正しく理解し，時と場をわきまえた適切な言動が求められる。この段階は，礼儀の意義については理
解できていても，恥ずかしさなどもあり，時として心のこもったあいさつができない場面も出てくることが考え
られる。礼儀の形にこめられた相手を尊重する気持ちを考えさせることなどを通して，自然な言動として相手の
立場に立って心のこもった接し方ができるように指導していくことが大切である」と記されている。
それから，「その他の教育活動における指導」の「日常的な生活の場面における指導」においては，「日常生活
の全体が児童の道徳性をはぐくむ機会である。学校における授業以外の日常的な生活の場面には朝の始業前，休
憩時間，放課後の時間などのように児童が自由に行動できるものと，給食の時間，朝や帰りの話合いの時間，清
掃の時間などのようにある一定の行為が課されているものとがある。しかし，児童にとっては，授業と比べてど
ちらもありのままの姿を出しやすい状態におかれ，教師と自由に話すことのできる機会も多い」とされ，「この場
を活用し，児童の実態を把握したり，児童の発達の段階や特性等に応じて，あいさつなどの基本的な生活習慣，
礼儀等の生活上のきまり，人間としてしてはならないことをしないことなどを身に付けたり，教師と児童及び児
童相互の人間関係を深めたりすることが大切である」と続いている。
さらに，「家庭や地域社会との連携」の「家庭や地域社会との連携による道徳教育」においては，「多様な連携
の創意工夫」として「家庭や地域と一体となって道徳性を高める実践活動を推進する」があがっており，「地域全
体で，生活習慣や礼儀，社会生活上のモラルを身に付けるなど，道徳性を高める実践活動を推進することが考え
られる。方法としては，早寝早起きや食事に関する生活習慣等を身に付ける活動，あいさつを促す運動，リサイ
クルや地域清掃等の環境美化にかかわる活動などがあり，地域の実態に応じて取り組まれる。また，地域が全体
としていくつかの約束事や標語を決めて掲示するなど，心を育てる環境づくりをすることも考えられる。特に，
情報メディアの急速な普及に伴う問題が子どもの心の成長に負の要因になっているといわれる現在，子どもの心
の健全育成に大人の責任として対応していくためにも，地域の人々全体の意識の向上にもつながる活動や運動に
協力していくことが求められている」という記載もあり，今日盛んに行われるようになった，「あいさつ運動」や
「オアシス運動」を促す内容となっている。
4．『中学校学習指導要領』の場合
平成 20（2008）年度に改定され，平成 24（2012）年度から施行された『中学校学習指導要領』において道徳
は，平成 21（2009）年度から先行実施された。「あいさつ」という言葉は直接的には使用されていないが，「主と
して他の人とのかかわりに関すること」の項目で，「礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとる」と
あり，小学校の高学年の指導の発展として，あいさつに関連する事項としての礼儀の重要性について記載されて
いる。
ところで，『中学校学習指導要領解説 道徳編』では，礼儀の基本は，「相手を一個の人格として認め，相手に
対して敬愛する気持ちを具体的に示すこと」にあり，「心と形が一体となってはじめてその価値が認められる」と
されている。そして，「敬愛の気持ちを伝えるためには，相互に承認された一定の形が必要になり，具体的には言
島田 博司：あいさつの教育Ⅰ ９７
葉遣い，態度や動作として表現される。これは人間関係や社会生活を円滑にするために創り出された優れた文化
の一つということができよう」と指摘され，「どれほど形ができていたとしても人間尊重の精神がなければ礼は通
じない」し，「相手を思う気持ちがあったとしても，時と場にふさわしくない言動は人々の間では受け入れられな
いであろう」とされている。
そして，中学生の学習課題として，「中学生の時期は，礼儀の大切さについてある程度理解し，言葉遣いや行動
の仕方もある程度身に付きつつあるものの，まだ十分習慣化しているとはいえない」ことをあげている。また，
「この時期は，一般的な傾向として，従来からのしきたりや形に反発する傾向が強くなったり，照れる気持ちやそ
の場の状況に左右されたりすることによって望ましい行動ができなくなることも見受けられる」ことから，指導
にあたって注意を喚起している。
そこで，指導のポイントとして，「日常生活において，時と場に応じた適切な言動を体験的に学習する」ことと
され，その際「形の根底に流れるその意義を深く理解できるようにすることが大切である。また，逆に，心情面
を整えることによって形として外に表すことができるようになることもある。このことを十分に踏まえて，時と
場に応じた適切な言葉遣いや行動がとれるよう，特に内面的な指導を重視する必要がある」と指摘している。
また，全体的な記述としては，「総説」の「道徳教育改訂の要点」における「道徳教育改訂の趣旨」の「改善の
具体的事項」では，「道徳教育にとっても家庭や地域社会の果たす役割は重要であり，様々な学校教育活動につい
て学校，家庭，地域が相互に結び付きを深める中で，道徳教育については，例えば，生活習慣や礼儀，マナーを
身に付けるための取組などが家庭や地域社会において積極的に行われるようにその促進を図ることが重要である」
と説かれている。
それから，「教育活動全体を通じて行う指導」の「その他の教育活動における指導」の「日常的な生活の場面に
おける指導」においては，「学校における授業以外の場面として，朝や帰りの学級の時間，休憩，給食，清掃，部
活動の時間などがある」とされ，なかでも「生徒の自主的，自発的な参加により行われる部活動は，スポーツや
文化及び科学等に親しみ，自己の個性や能力を発見し，伸ばすことでき，道徳の内容にかかわっても責任感，連
帯感の涵養等に資するものである。異学年生徒との出会いや学校外の人たちとの交流の場でもあり，お互いに協
力し助け合ったり，規則を守り礼儀正しく振る舞ったりする必要がある。また，仲間や指導者との協同的な活動
を通して自己理解や自己受容，自己実現を図る場でもある」と記述されている。
5．『高等学校学習指導要領』の場合
高校では道徳に当たるものはないため，「あいさつの教育」の空白地帯となっている。
Ⅲ．「あいさつの自分史」の内容分析
1．自分史作成の概要
では，こうした「あいさつの教育」を受けてきた子どもは，実際それをどう体験してきたのだろうか。これを
知るための一助として，平成 29（2017）年度の前期に開講した「人間関係論」の授業で，授業の一環として家庭
や学校，さらには地域などでこれまでに受けてきたあいさつ指導の実態について，「あいさつの自分史」として自
分の気持ちや行動の変化をできるだけエピソードを交えて紹介しながら 400字程度（多くても，800字程度）の
レポートにまとめてもらったものを用いることにした。その際，レポートを調査資料として提供できるかについ
て尋ね，提供は本人の自由であること，提供しないことでいかなる不利益も被らないこと，資料はすべて匿名扱
いになることを説明し，提供への同意を得た人のもののみを利用することにした。
自分史作成日時は，4月のことである。なお，資料提供に協力してくれた学生は 115名で，今回は新入生であ
ることと字数条件として 400字以上を設定し，それをクリアした 108名（93.9％）分を調査対象とした。
2．記憶に残るフレーズの意味
今回，「指導（しつけ）の言葉」の観点から内容分析することで，「あいさつの教育」の現状と課題を把握する
ことにした。
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ところで，だれかにいわれた言葉（フレーズ）が記憶に残っていることは，本人にとってなんらかの影響があ
ったことを意味し，その価値を保証している。とくに厳しいと感じる指導や印象的な出来事やエピソードがなけ
れば，記憶には残らないだろう。たとえば，あいさつをしなさいといわれて，これといった恥ずかしさや照れも
なく，すぐにいとも簡単にできたり，両親をはじめ兄や姉など身近な人のするあいさつを何気に真似したりした
人は，これといって意識せずにすんなりとできてしまっただろう。それができなかった人は，それこそできるよ
うになるまで何度もいわれ，記憶の底に沈殿していくのだろう。
はたして，あいさつについてだれにどんなことをいわれたことが記憶に残っているのだろうか。場面を，①家
庭，②保育所・幼稚園，③小学校，④中学校，⑤高校，⑥地域社会，の 6つにわけて，具体的な「フレーズ」の
あるものを拾いながら検討しよう。
1）家庭で
家庭では，どんな言葉をかけられたのだろうか。家庭での言葉かけについて記述がある学生は，52名（48.1％）
いた。内訳は，「両親から」が 14名（13.0％），「親から」が 13名（12.0％），「母親から」が 12名（11.1％），「家
族に」が 6名（5.6％），「父親から」が 3名（2.8％），「祖父母から」が 2名（1.9％），「不特定の人たちから」が 2
名（1.9％）となっていた。約半数の学生が記憶に残しているようだ。言葉をかけたのは，「両親から」や「親か
ら」に次いで，「母親から」があがっている。「父親から」の言葉は少ない。また，核家族化の影響もあるのだろ
う，「祖父母から」の言葉も少ない。
a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎両親からいわれたフレーズ
＊あいさつだけはきちんとするように
＊ちゃんとあいさつをしなさい
＊あいさつはちゃんとしなさい
＊（あいさつするときは，）相手の目をちゃんとみなさい
＊だれにでも笑顔の大きな声で，相手の目をみてあいさつをする
＊大きな声であいさつしよう
＊あいさつは自分から笑顔で大きな声でハッキリといいなさい
＊小さな声であいさつをしても，してないのと同じ
＊近所の人には，必ずあいさつをするように
＊エレベーターなどでマンションの人に会ったら大きな声であいさつをしなさい
＊朝起きたら「おはよう」，家をでるときは「いってきます」などはもちろん，だれかに会ったときもあいさつ
をするように
＊“いただきます”“ごちそうさまでした”をいいなさい。人の家にお邪魔するときは，“お邪魔します”とい
い，靴をきれいに並べてから入りなさい
＊あいさつは，人とかかわるときになくてはならないもの。また，あいさつをすることによって相手も自分も
気持ちのいい 1日をスタートすることができる
＊すべてのことがあいさつではじまり，あいさつでおわる。世界には，食べ物を食べたくても食べられない人
もいる。そして，牛や豚，鳥や魚，他にもたくさんの動物たちが，私たちの命をつなぐために犠牲になって
くれている。それを決して忘れず，食事のときは必ず“いただきます”“ごちそうさまでした”というあいさ
つをしなさい。当たり前のことかもしれないが，今自分が当たり前のように食事をできていることに感謝を
忘れずにいただきなさい
◎親からいわれたフレーズ
＊あいさつをしなさい
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＊あいさつをしなさい
＊ほら，あいさつをしなさい
＊きちんとあいさつをする
＊きちんとあいさつしなさい
＊あいさつをきちんとすること
＊「ありがとう」をきちんと伝えるように
＊あいさつを大切にしなさい
＊近所の人にはあいさつをしなさい
＊近所の人にはあいさつをする
＊ご近所さんやいつもお世話になっている人にちゃんとあいさつしなさい
＊会った人とは，必ずあいさつしてね
＊だれにでも元気に笑顔であいさつをしなさい
＊「おはよう」や「こんにちは」だけがあいさつではない
＊あいさつのできる子になりなさい。どんなときにも使えるもので，された側は必ずいい気持ちになれるから
＊遅刻せんとあいさつをしっかりしてさえいれば，この社会，どこにいってもかわいがってもらえる
＊あいさつをすることは常識であり，日本人として当たり前のことだ
◎母親からいわれたフレーズ
＊もっと元気よくあいさつしよう
＊あいさつは大きな声でお辞儀をして
＊相手の目をみて，気持ちをこめてあいさつすること！
＊前にでて相手をみながらあいさつをしなさい（母親の後ろに隠れている状況で）
＊会って話す人には大きな声ではっきりとあいさつするんだよ
＊近所の人と道ですれ違ったら，必ずあいさつをしなさい
＊近所のご老人にあったら，きちんとあいさつをしなさい。耳が遠い方もいらっしゃるから，大きな声できち
んと頭をさげてあいさつしなさい（近所に，老人がたくさん住んでいる環境下で）
＊笑顔であいさつされてイヤな顔をする人はいないから，たくさんあいさつしようね
＊友達をつくりたかったらあいさつをしなさい。友達づくりはあいさつが基本
◎家族にいわれたフレーズ
＊とにかく出会った人にあいさつをするように
＊朝，一番最初に会ったときは必ず，“おはよう”をいいなさい。家族のために働くお父さんには，必ず“いっ
てらっしゃい”といいなさい
＊初対面の人と話すときや友達と話すときは，笑顔で相手の目をみてはっきりとあいさつをしよう
＊勉強ができなくても，あいさつができない人間になるな
＊あいさつと人に感謝を伝えることができないと，いくら勉強をがんばっても意味がない。きちんとあいさつ
ができて，人に感謝を伝えられる素敵な女性になりなさい
◎父親からいわれたフレーズ
＊勉強も運動もできなくていいから，あいさつだけはしっかりしろ
◎祖父母からいわれたフレーズ
＊あいさつをしっかりとするように
◎不特定の人たちからいわれたフレーズ
＊ちゃんとあいさつしなさい
＊きちんとあいさつしなさい
＊会った人とは，必ずあいさつしてね
＊あいさつを大切にしなさい
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b）フレーズの特徴
あいさつをすることは，人間関係の基本中の基本であるが，しつけの言葉にはいくつかの特徴がみられる。基
本的なメッセージは「あいさつをすること」にあるが，「いつ，どこで，だれに，どんな言葉を，どんなふうに，
なぜあいさつをするのか」（5 W 1 H）による簡単な説明が重なっていく。その場合，限定条件があったり，なか
ったりしている。ついている場合は，たとえば，「いつ」では，いつでもとか，朝などの 1日の流れの設定があっ
たりする。「どこで」では，エレベーターでなどの条件がついている。「だれに」では，とにかく出会った人にと
いう場合もあれば，家族や近所の人に，あるいはいつもお世話になっている人にというケースもある。「どんな言
葉を」では，“おはよう”や“いってらっしゃい”，“ありがとう”などがあがっている。「どんなふうに」では，
元気よくとか，大きな声ではっきりと，相手の目をみて，笑顔で，気持ちをこめて，お辞儀をしてなどの言葉が
使われている。「なぜあいさつをするのか」では，社会を生き抜く処方箋として提示されたり，将来どんな人間に
なるといいかという人間像が示されたりしている。もちろん，どんな子どもに言葉をかけるかにもよるが，あい
さつを習慣化するには，おそらく，年齢があがればあがるほど，ただあいさつをすればいいのではなく，あいさ
つの意味や意図を伝える説得力が必要となってくると考えられる。
また，語尾に着目すると，「～なさい・～しろ・～するな」（命令・注意調）が 27名（25.0％）で多い。続い
て，「～する（ように）」（指示調）が 12名（11.1％），「～しよう（ね）・～してね」（奨励・提案調）が 6名（5.6
％），「～なる（よ）・～だよ」（説諭調）が 1名（0.9％），「その他」（批判調や説明・理詰め調，語尾の省略など）
が 4名（3.7％）となっており，命令・注意調に加え，指示調が目立っている。
c）フレーズが記憶に残るとき
では，どんな言葉がどういう文脈のもとで，記憶に残ったのだろうか。フレーズが使われた状況がある程度わ
かるものに限定して，以下ではとりあげていきたい。なお，本文で自分史レポートに記載された文章を紹介する
際，趣旨を変えない範囲で書き直している場合があることを予め留意していただきたい。
ここでは，7つに分類できた。ひとつ目は，あいさつをするのは当たり前の常識としてしつけがくりかえしな
され，子どもの方も心がけることであいさつが自然と習慣づいていったケースである。たとえば，「＊私は小さい
ころ人見知りだったが，両親にあいさつだけはきちんとするようにしつこくいわれていたので，いつの間にか自
然とあいさつができるようになっていた」や，「＊私の家庭では，礼儀として「人に会ったら，そのときどきのあ
いさつをする」というのが普通で，それは道端で歩いている人や畑仕事をしている人など，「とにかく出会った人
にあいさつをするように」と，5歳のときにはすでにそれが私のなかでは当たり前になっていた」，「＊私は，物
心がついたころから，親に「だれにでも元気に笑顔であいさつをしなさい」といわれてきた。そのため，小さい
ころから，だれにでもあいさつをする習慣が身についていた」，「＊小さいときに，両親からいわれたあいさつの
注意点で記憶に残っているのは，「大きな声であいさつしよう」だ。毎日，母と散歩にいくことが日課で，そこで
すれ違った地域の人たちや保育園の先生，友達に大きな声で元気よくあいさつしたのを覚えている。あのときは，
自分からあいさつをすることも，大きな声をだしてあいさつすることもとくに恥ずかしくなく，自ら進んであい
さつをしていたように思う」，「＊私は物心ついたころ，あいさつについて親からいわれていたことはあまり覚え
ていないが，「ありがとう」をきちんと伝えるように教わっていた。なにかをしてもらったとき，頼み事を承諾し
てもらえたとき，いつも「ありがとうは？」と聞かれるのである。そのおかげで，今となっては当たり前にいえ
るようになった」，「＊私は小さいころから両親に，あいさつは自分から笑顔で大きな声でハッキリといいなさい
といわれていました。なので，私は今まで相手より先にだれに対しても大きな声で笑顔を忘れずあいさつをする
ことを心がけていました」，「＊自分のまわりにはあいさつや礼儀を重んじる人が多かったため，幼いころに「ち
ゃんとあいさつしなさい」といわれてからずっと心がけていた」，「＊幼いころから親には，ご近所さんやいつも
お世話になっている人にちゃんとあいさつしなさいといわれていたので，朝や夕方に会った際には必ず笑顔であ
いさつをすることを心がけていた。そうすれば，相手も笑顔でかえしてくれ，その後も会話が続き，ご近所さん
とも仲よくなることができた」，「＊あいさつと人に感謝を伝えることができないと，いくら勉強をがんばっても
意味がない。きちんとあいさつができて，人に感謝を伝えられる素敵な女性になりなさい」，「＊我が家では，昔
から「勉強ができなくても，あいさつができない人間になるな」といわれてきた。そのため，小さいころからあ
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いさつをするのが当たり前だと思っている。また，私はかなり世帯数のあるマンションに住んでいる。そこでは，
私の同世代もたくさん住んでおり，その分親同士のつきあいも多い。だから，素行や態度が悪いとすぐに親の耳
に入る。逆もまた，然りである。そして，私の親も同様である。私も他の家庭で私の悪い話をされていると考え
ると，とてもイヤである。よって，私のあいさつをすることは，小さいころから必然と身についていた」，「＊す
べてのことがあいさつではじまり，あいさつでおわる。世界には，食べ物を食べたくても食べられない人もいる。
そして，牛や豚，鳥や魚，他にもたくさんの動物たちが，私たちの命をつなぐために犠牲になってくれている。
それを決して忘れず，食事のときは必ず「いただきます」「ごちそうさまでした」というあいさつをしなさい。当
たり前のことかもしれないが，今自分が当たり前のように食事をできていることに感謝を忘れずにいただきなさ
い」，などが該当する。
2つ目は，恥ずかしさがあって，イヤで苦手だった場合である。たとえば，「＊親に小さいころから，近所の人
にはあいさつをしなさいといわれていた。正直，大人の人と話すのがあまり得意ではなく，あいさつをするのが
イヤで仕方なかった」や，「＊幼いころから，人と会ったときに恥ずかしがってしっかりとあいさつすることが少
なく，両親から「ちゃんとあいさつをしなさい」といわれることが多々あった」，「＊子どものころの私は内気で，
あいさつをすることを恥ずかしがり，なかなか声にだしてあいさつができなかった。あいさつができなくても生
活には困らないし，あいさつなんてそれほど重要なことではないだろうと，そのころの私は考えていた。そんな
とき，私の父は「勉強も運動もできなくていいから，あいさつだけはしっかりしろ」と私にいった。そのときの
私には，なぜ勉強や運動よりもあいさつが大切かなんてわからなかった」，「＊私の家では，小さいころから，だ
れにでも笑顔の大きな声で，相手の目をみてあいさつをすることを両親からいわれていた。でも，私は恥ずかし
くてなかなかあいさつをすることができなかった。それに，小さいころから転勤が多く，学校もたくさん変わっ
ていたので，そのたびに環境が変わり，ますます引きこもってあいさつができなくなった」，「＊物心ついたころ
の自分は，あいさつに関してとても消極的であった。母親に，会って話す人には大きな声ではっきりとあいさつ
するんだよと教えられていたのにもかかわらず，恥ずかしがって隠れてしまっていた。このときの私の心情は，
緊張と間違えて笑われるのを恐れる気持ちの 2つが織り交ざっていたように思う。そのため，まともにあいさつ
ができず，母親からテレビに映っている同い年ぐらいの子と比較されたことをよく覚えている」などである。
3つ目は，人見知りをするなど人に対する恐れがあり，勇気がでなかった場合である。たとえば，「＊いつも母
親の後ろに隠れていたら，前にでて相手をみながらあいさつをしなさいといわれた。母親に背中を押されたが，
それでも私は前にでることができず，ずっと隠れていた。知らない人と話すことが怖かった」や，「＊「近所の人
と道ですれ違ったら，必ずあいさつをしなさい」。小さいころ，母親にくりかえしいわれていた言葉だ。近所に住
んでいるから顔を知っているとはいえ，深くかかわったことがなくよくわからない相手に，自分からあいさつを
するため話しかけることが怖かった記憶がある。まだ幼かった私には，顔見知りにあいさつをしなければならな
いという，我が家の謎の規則が理解できなかった。あいさつをしないと親に怒られるから仕方なく，とイヤイヤ
いっていた」，「＊私は母に，もっと元気よくあいさつしようとよくいわれていた。私は昔から声が小さく，なに
をいっているのかわからないとよく怒られていた。大きい声をだそうとしてもなかなかできず，声が震えていて，
人とすれ違ったりするのが少し怖かった。友達とはいっぱい話して笑って元気な女の子というイメージだったが，
先生や初対面の人になると話せなくなることが多かった」，「＊私が小さいころ，家族にもよく初対面の人と話す
ときや友達と話すときは，笑顔で相手の目をみてはっきりとあいさつをしようといわれていたが，私はそれがう
まくできず，人見知りということで自分を守り，自分の殻を破ることができなかった」，「＊私は幼いころ，まっ
たくといっていいほど，自分からあいさつをすることができなかった。どれほどかというと，近所の人や顔見知
り程度の知人はもちろん，月に数回会う身内にすら自分からあいさつをすることができなかったのだ。理由は，
人見知りというのもあるが，もし自分からあいさつをして返事がもらえなかったらどうしようということからで
ある。そんな私は，「あいさつはちゃんとしなさい」「小さな声であいさつをしても，してないのと同じ」「（あい
さつするときは，）相手の目をちゃんとみなさい」など，両親にたくさんいわれた。だが，どうしても自分からあ
いさつをする勇気がでなかった」などがそれである。
4つ目は，親からしめつけがあり，あいさつをしないと怒られたり注意されたりした場合である。たとえば，
「＊子どものころから親にあいさつのことでいわれていることは，「近所の人にあったときはあいさつをしなさい」
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である。最初のころは，「あいさつをしなければいけない」というしめつけをもってあいさつをしていた」や，
「＊朝，一番最初に会ったときは必ず，“おはよう”をいいなさい。家族のために働くお父さんには，必ず“いっ
てらっしゃい”といいなさい」などといわれ，比較的あいさつには厳しい家庭だった」，「＊小さいころ，たいて
いの人が，親または大人の人から「きちんとあいさつしなさい」とか，「会った人とは，必ずあいさつしてね」と
いわれるだろう。そして，あいさつを怠ると，とても怒られる」，「＊「あいさつをしなさい」。これは私が小学校
のころ，親からよくいわれていた言葉だ。もともと他人と話すことが苦手だった私は，地域の人にあいさつをさ
れても素通りか，ほとんど聞こえないような声であいさつをかえしていた。普段はなかなか怒ることのない私の
親も，こんな私の態度はよくないと思ったのであろう。何度も注意された。あまりに何回も注意されるので，私
にはあいさつをすることがだんだんと馴染んできた。とはいっても，返事をちゃんと相手にも聞こえる声の大き
さでいうとか，なにかしてもらったときに「ありがとうございます」とちゃんとお礼をいうとか，そんなものだ。
必要最低限のあいさつやかかわりをしていればいいと思っていた」などである。
5つ目は，あいさつするタイミングがわからなかったケースで，「＊私は，小さいときから，家で親からきちん
とあいさつをするように教わっていた。でも，いつどのタイミングでしたらいいのか悩んで，なかなか自分から
あいさつをすることができなかった」が該当する。
6つ目は，あいさつする気持ちのよさに触れる話の場合である。たとえば，「＊あいさつのできる子になりなさ
い。どんなときにも使えるもので，された側は必ずいい気持ちになれるから」や，「＊あいさつは，人とかかわる
ときになくてはならないもの。また，あいさつをすることによって相手も自分も気持ちのいい 1日をスタートす
ることができる」，「＊笑顔であいさつされてイヤな顔をする人はいないから，たくさんあいさつしようね」，「＊
私は小さいころから，親にあいさつをしなさいとよくいわれてきた。あいさつをして，あいさつがかえってくる
とお互い気持ちがいいし，印象がよくなる上に，礼儀として当たり前であると教わり，続けてきた。なので，私
はあいさつだけでなく，お友達の家にいったときは靴を揃える。話しかけられたときには笑顔で応対することな
ど，明るく元気で，かつ礼儀がある印象を私とかかわる人たちにもってもらえるように務めてきた」があげられ
る。
7つ目は，あいさつすることでまわりの人にかわいがられた話で，「＊私の家の近所には，ご老人がたくさん住
んでいる。ゆえに私は小さいころから母親に，「近所のご老人にあったら，きちんとあいさつをしなさい。耳が遠
い方もいらっしゃるから，大きな声できちんと頭をさげてあいさつしなさい」といわれ続けていた。私は母親に
いわれたとおりに，大きな声できちんと頭をさげて，近所のご老人たちにあいさつをしていた。そのおかげか，
近所のご老人たちは小さな私を孫のようにかわいがってくれたのである。学校の帰りにお菓子をもらったことや
果物をもたせてくれたこともあった」という。
自分が受けた「あいさつの教育」をふりかえるとき，幼いときに親から受けた声かけに関する記述は他の 5つ
の場面を凌駕している。だが，あいさつという基本的な生活習慣は，みんながみんな，見よう見真似で身につけ
ようとしたり，言葉のくりかえしによってしつけられたりしても，すぐできるようになるわけではないことがみ
てとれる。恥ずかしいや人見知りという言葉に表れるように，人に対する恐れがあるため，あいさつができない
子もいる。なかには，あいさつするタイミングがつかめない子どももいる。その結果，叱られたり注意されたり
することが重なって緊張するなど委縮してしまい，あいさつができなくなるという悪循環となり，それが記憶と
して沈殿していく様子が窺える。
そうならないよう，あいさつすると結果的に気持ちよくすごせるようになることを暗示する言葉かけがあるが，
そうした記憶があるケースは少ない。また，1例のみだが，母親にいわれたとおりにあいさつすることで，近隣
の地域住民にかわいがられる体験をした記述もあった。
2）保育所・幼稚園で
保育所・幼稚園の先生には，どんな言葉をかけられたのだろうか。保育所・幼稚園でなんらかの言葉をかけら
れたという記述がある学生は，5名（4.6％）いた。内訳は，「保育所の先生から」が 2名（1.9％），「幼稚園の先
生から」が 3名（2.8％）となっていた。このころの先生から言葉かけの記憶はあまりないようである。
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a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎保育所の先生にいわれたフレーズ
＊基本的なあいさつ，「おはよう」や「さようなら」しよう
＊人に会ったときは必ず，「おはようございます」「こんにちは」「こんばんは」をいいなさい
◎幼稚園の先生でいわれたフレーズ
＊自分から先生や友達にあいさつをしなければならない
＊みんなで号令にあわせて元気にあいさつする
＊職員室を入室する際，一番はじめに扉をノックし，「失礼します」と一礼してから入室する
b）フレーズの特徴
フレーズ例は少ないが，保育所ではあいさつの「言葉」を使うことが促されているのに対して，幼稚園では社
会的ルールを身につける観点からの指導となっていそうである。
また，語尾に着目すると，保育所でも幼稚園でも，命令・注意調や指示調の言葉が使用されている。保育所で
は，奨励・提案調もみられる。
c）フレーズが記憶に残るとき
まずは，保育所である。記憶に残るフレーズとしては，「＊保育園の先生に基本的なあいさつ，「おはよう」や
「さようなら」しようといわれてきて，そこで物心つく前から刻みこまれたものだと思います」と，「＊幼いころ，
私は保育所に通っていて，あいさつについてはかなりうるさくいわれていた。人に会ったときは必ず，「おはよう
ございます」「こんにちは」「こんばんは」をいいなさいといわれてきた」の 2つをとりあげることができる。
当時の『保育所保育指針』は，保育内容の参考程度に利用されるもので，3歳児ではあいさつに必要な言葉が
使えるようになること，4歳児では日常生活に必要なあいさつをすること，5歳児では，親しみを持って日常のあ
いさつをすること，そして，6歳児では，日常のあいさつがじょうずになることが示されている。この点でいえ
ば，なにはともあれ，日常のあいさつができるようになる保育がなされていたことがわかる。
続いて，幼稚園をみてみよう。記憶に残るフレーズとしては，「＊幼稚園に通っていたころ，みんなで号令にあ
わせて元気にあいさつすることを教わった」と「＊礼儀をとても大事にする幼稚園だったため，職員室を入室す
る際，一番はじめに扉をノックし，「失礼します」と一礼してから入室するよう指導された」と，あいさつが決ま
りとして教育されたことが窺える。この指導が凶とでた場合の例として，「＊幼稚園に入ると自分から先生や友達
にあいさつをしなければならないという教育をされたのである。2, 3歳くらいのときは恥ずかしがらずに大きな
声でいえていたあいさつが，幼稚園に入った途端，自分からあいさつをしなければいけないというプレッシャー
から恥ずかしさがこみあげ，大きな声であいさつをすることができなくなった」があげられる。「～しよう」と促
されていたときはできていたのが，「～しなければならない」と強制された途端，身体が動かなくなっている。
もちろん，どんな語調で言葉がくりだされたかは推測するしかないが，『幼稚園教育要領』では「親しみをもっ
て日常のあいさつをする」とされており，冷たい感じのする命令・注意調の言葉ではなく，温かい感じのする奨
励・提案調の方がしつけの言葉としては効果がありそうである。学生の記憶にあるあいさつの風景は，そのこと
の大切さを改めて認識させる内容となっている。
3）小学校で
小学校では，あいさつについてどんな言葉をかけられたのだろうか。小学校でなんらかの言葉をかけられたと
いう記述がある学生は，15名（13.9％）いた。内訳は，「先生から」が 14名（13.0％），「担任の先生から」が 2
名（1.9％），「クラブの先生から」が 1名（0.9％）となっていた。ここでは，一般に「先生から」という記述が多
いが，具体的にどの先生を指しているのかは定かではない。
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a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎先生からいわれたフレーズ
＊あいさつしましょう
＊低学年：（朝，廊下ですれ違った先生に，）あいさつしなさい（とたしなめられた）
＊小学校に入学してから：あいさつをきちんとすること
＊きちんとあいさつをするように（授業のはじめとおわり，食事のあいさつ，友達はもちろん，学校ですれ違
う先生や保護者の方々に，しっかりあいさつするように）
＊自分から進んであいさつしよう
＊自分からあいさつするように
＊小学校にあがったとき：あいさつは大きい声でしましょう
＊あいさつは大きな声でお辞儀をして
＊廊下ですれ違った先生には，大きな声であいさつをしなさい
＊入学してすぐ：教室に入るときは，おはようございますと大きな声であいさつしましょう
＊近所の方や PTA の方などにあいさつしましょう
＊先生や友達，掃除の方など，いつもお世話になっている人にきちんとあいさつをする
＊低学年：みんなで号令にあわせて元気にあいさつする
＊あいさつでよい 1日のスタートを
◎担任の先生からいわれたフレーズ
＊「おはよう」や「こんにちは」などをいうと，お互いに気持ちがよくなるよ
＊あいさつは，だれとでも仲よくなれる魔法の言葉だよ
◎クラブの先生からいわれたフレーズ
＊あいさつができない人は，練習をどれだけしても無駄だ
b）フレーズの特徴
『小学校学習指導要領』によれば，あいさつは，小学校低学年では，気持ちのよいあいさつ，言葉遣い，動作な
どに心掛けて，明るく接することが目指されている。ピックアップしたフレーズからは，小学校のあがりたてや
低学年のときに一律にあいさつ指導がなされている様子が窺える。担任の先生からいわれた言葉からは，気持ち
よさや明るさが伝わってくるが，どちらかというと大きな声をだすことへの関心が高そうである。
また，語尾に着目すると，「～しよう（ね）・～してね」（奨励・提案調）が 6名（5.6％），続いて，「～する
（ように）」（指示調）が 4名（3.7％），「～なさい・～しろ・～するな」（命令・注意調）が 2名（1.9％），「～なる
（よ）・～だよ」（説諭調）が 2名（1.9％），「その他」（批判調や語尾の省略など）が 3名（2.8％）となっていた。
小学校では奨励・提案調が多くなり，家庭教育でトップを占めていた命令・注意調は少なくなり，順位もさげて
いる。
c）フレーズが記憶に残るとき
小学生のときにかけられた言葉では，どんなフレーズがどのような文脈のなかで心に残ったのだろうか。ここ
では，6つに分類できた。ひとつ目は，明るく接することを促すフレーズで，「＊小学校にあがったとき，クラス
全員で「あいさつで明るいクラス！」と学級目標を決めた。担任の先生は，「おはよう」や「こんにちは」などを
いうと，お互いに気持ちがよくなるよといい，あいさつの重要性を説き，勧めた」がそれである。
2つ目は，先生とのすれ違いざまにあいさつをしなかったことをたしなめられてから，あいさつの楽しさに気
づくもので，「＊私は人見知りだった。小学校の低学年のころに，朝，廊下ですれ違った先生に「あいさつしなさ
い」とたしなめられたことがある。そのとき私はとても驚き，そしてひどくムカついた。「どうしてあいさつして
こなかった先生が，あいさつしろと叱るのか。校門ならともかく，ここはただの廊下だし」と，当時の私は思っ
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た。けれど，生マジメで臆病だった私は，先生に叱られたという事実に落ちこみ，それ以来，先にあいさつする
よう心がけるようになった。すると，いつからか私はあいさつの楽しさに気づくようになっていた。私のあいさ
つに反応してあいさつをかえしてくれることがとてもうれしかった。あいさつする際の相手の笑顔が好きになっ
ていた」が当てはまる。
3つ目は，より多くの人にあいさつをするようになったという報告で，「＊小学校の先生方からも「近所の方や
PTA の方などにあいさつしましょう」などと，かなりの頻度でいわれていた覚えがある。そこから私は，道です
れ違うサラリーマンや近所のおばちゃんなど知っている人はもちろん，見知らぬ人でもあいさつをするようにな
った」と，「＊小学生にあがり，先生から「あいさつは大きい声でしましょう」といわれるようになった。さらに
多くの人にあいさつすることをすすめられて感じたことは，あいさつが自分にかえってきたらうれしくなり，自
然とあいさつは当たり前のこととなり，それまではあいさつは大人にするものだと思っていたのが，次は友達に
広がるようになった。それは，あいさつをしあううれしさを，もっと多くの人と共有したいという気持ちの現れ
である」が該当する。
4つ目は，低学年と高学年では，あいさつ事情が異なっていることに気づくもので，「＊小学校では上級生はあ
いさつをせず，先生たちも「あいさつしましょう」というだけで，積極的に行動には移していなかった。なので，
私も学校ではあまりあいさつをしなかった」と，「＊小学校低学年のときには，みんなで号令にあわせて元気にあ
いさつすることを教わった。だから，先生やその日の担当の生徒が号令をかけるまで，じっと待っていた。とこ
ろが，高学年になると，自分からあいさつするようにと，先生たちの指導が変わった」がある。
5つ目は，上級生になって参加するクラブ活動の先生に諭されてあいさつができるようになったとするもので，
「＊陸上競技クラブの先生が，「あいさつができない人は，練習をどれだけしても無駄だ」とよくいっていたため，
私は自然にあいさつをするように心がけるようになっていた。最初は，陸上競技をする上であいさつなんてまっ
たく関係がないと思っていた。しかし，みんなで協力してひとつのスポーツをしていくのに，声をだすことは必
要不可欠だと感じた。改めて考えると，リレーでバトンをあわせるときや長距離を走っていてしんどくなったと
き，声をだすことは多い。声をだすことによってモチベーションもあがり，成績もあがっていった。このように
あいさつをして声をだす癖をつけていることで，自然と声をかけあえるようになった」とある。
6つ目は，転校の影響であいさつすることを躊躇するようになったことを物語るものである。これには，「＊小
学校に入学してすぐ，「教室に入るときは，おはようございますと大きな声であいさつしましょう」と指導され
た。2年生のおわりまで続けていた記憶があるが，3年生になったと同時にしなくなった。転校し，環境が大きく
変わったことが原因だろう。転校する前は，明るく活発な性格で，あいさつもためらいなく大きな声で自分から
していた気がする。しかし，転校してきてすぐのころは，新しい環境にとまどい，少し引っ込み思案な性格にな
ってしまったせいか，あいさつをしないわけではないが，ほとんど会釈だけといえるようなものになってしまっ
ていたような記憶がある」と，「＊私は恥ずかしくてなかなかあいさつをすることができなかった。それに，小さ
いころから転勤が多く，学校もたくさん変わっていたので，そのたびに環境が変わり，ますます引きこもってあ
いさつができなくなった。しかし，小学校のときの担任の先生に，優しく「あいさつは，だれとでも仲よくなれ
る魔法の言葉だよ」と声をかけてもらったのをきっかけに，だんだんだれとでもあいさつをすることができるよ
うになり，少なかった友達も増えた」が該当する。
小学校低学年では，あいさつは『小学校学習指導要領』の内容にそうように，気持ちのよいあいさつを促す試
みがみられる。
それから，中学年では，礼儀の大切さを知り，だれに対しても真心をもって接することが目指されるが，これ
がより多くの人にあいさつをすることにつながっていくのだろう。だがここに，気になる記述がある。それは，
「あいさつする範囲が大人から友達に広がるようになった」という文章である。ということは，それまでこの子の
まわりをとりまいていたのは大人ばかりだったいうことになる。この風景は，子どもによっては，小学校に入っ
てはじめて同年齢層の子どもたちに囲まれている現状を反映していそうである。
また，上級生が，あいさつの指導があってもあいさつをしてない様子に言及するものがある。例外的なものと
して，上級生になってあいさつするようになったという記述もあるが，それはクラブ活動の先生に諭されたケー
スであった。『小学校学習指導要領』では，高学年は，時と場をわきまえて，礼儀正しく真心をもって接すること
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が求められているが，「時と場をわきまえて」の指導がことの成否をわけているのかもしれない。
上級学年になるとあいさつしなくなることには，転校がきっかけになっているケースもみられる。とくに中学
年以降は，気のあう友達同士で仲間集団をつくりがちであるが，この点で転校生はハンディを負っている。一か
ら友達づくりをしなくてはならず，そこではあいさつは欠かせないのだが，そこに恥ずかしさや引っ込み思案な
ところがあると，クラスで孤立してしまう。そのとき，担任の先生に，優しく「あいさつは，だれとでも仲よく
なれる魔法の言葉だよ」と声をかけてもらい，背中を押されたことで出発点にたてたという記述は，あいさつの
個別指導の大切に気づかせてくれる。
また，「あいさつの教育」は，校内指導だけでなく，通学の安全を確保するために実施されている集団登校の場
面で大人が行うシーンがみられる。そこで，上級生があいさつをしていたかどうかの言及はないが，あいさつを
しなくなりがちになる上級生に対しても含めて，大人が子どもたちにあいさつをするように促している様子が窺
える。かつて文部省体育局の通達（「登下校に実施について」昭和 43（1968）年 12月 27日）に，集団登下校中
の交通事故の多発を受け，集団登下校においては「集団としての規律ある行動がとれるよう指導すること」や
「規律の保持等にじゅうぶん留意すること。このため，学校においては市町村，警察署等の関係機関や家庭，地域
社会の理解と協力を求めること」という内容があった。自分史レポートに登場した大人は，おそらくその通達の
ことを知って行動しているわけではないだろうが，その一環として無意識的にあいさつ指導がなされている様子
が垣間みえる。
4）中学校で
中学校では，あいさつについてどんな言葉をかけられたのだろうか。中学校でなんらかの言葉をかけられたと
いう記述がある学生は，11名（10.2％）いた。内訳は，「先生から」が 4名（3.7％），「担任の先生から」が 1名
（0.9％），「体育の先生から」が 1名（0.9％），「部活動の先生から」が 3名（2.8％），「部活動の先輩から」が 1名
（0.9％），「部活動で」が 2名（1.9％）となっていた。中学で特徴的なのは，部活関係での記述が 6名（5.6％）と
多くなっていることである。
a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎先生からいわれたフレーズ
＊先生と出会ったときにはあいさつをする
＊先生や友達，掃除の方など，いつもお世話になっている人にきちんとあいさつをする
＊自分から進んであいさつしよう
＊あいさつしたら友達が増えるぞ！あいさつ運動してみよう！
◎担任の先生からいわれたフレーズ
＊先手必勝（あいさつでいうと，相手がしてくる前に自分からするということ）
◎体育の先生からいわれたフレーズ
＊お辞儀は 45度。声は大きく元気に
◎部活動の先生からいわれたフレーズ
＊他校での練習試合など特別な状況じゃなくても，普段の生活からしっかりとあいさつはするべきだ。普段か
らあいさつできない人が，外でもできるはずがない
＊テニスができるようになるよりも前にあいさつができるように
＊あいさつをどこにいってもするよう
◎部活動の先輩からいわれたフレーズ
＊あいさつは必ず先輩より先に後輩が率先していうこと
◎部活動でいわれたフレーズ
＊普段のあいさつも大切
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＊先輩にあいさつをしない（と怒られもした）
b）フレーズの特徴
『中学校学習指導要領』には「礼儀の意義を理解し，時と場に応じた適切な言動をとる」とあるが，『中学校学
習指導要領解説 道徳編』には中学生の学習課題として「中学生ともなれば礼儀の大切さについてある程度理解
しており，言葉遣いや行動の仕方もある程度身に付けてはいるものの，まだ十分習慣化しているとはいえない」
ことをあげている。それを証明するかのように，まずはあいさつをすることを習慣化するよう指導されている。
また，語尾に着目すると，「～する（ように）」（指示調）が 5名（4.6％），「～なさい・～しろ・～するな」（命
令・注意調）が 3名（2.8％），「その他」が 2名（1.9％）となっていた。中学校では，指示調がトップとなり，そ
れに命令・注意調が続いている。奨励・提案調のものは姿を消している。
c）フレーズが記憶に残るとき
では，それぞれのフレーズがどのような文脈で使われたか検討しよう。ここでは，3つに分類できた。ひとつ
目は，あいさつしてもあいさつをかえしてくれないから，あいさつをするのがダルくなり，やめてしまったとい
うもので，「＊中学 2年生にあがるころには，やめてしまっていた。あいさつが好きだったはずの私がやめてしま
った原因は，見返りを求めるようになってしまったことがあげられる。見知らぬ人にあいさつをしても，結局の
ところあいさつをかえしてくれる人は少なかったことから，「あいさつをしてもかえしてくれないのだったら，し
ても意味がないじゃないか」と思うようになってしまっていた。また，部活動で先輩方から「あいさつは必ず先
輩より先に後輩が率先していうこと」といわれ，あいさつをするのはいいが，ほとんど返事はかえってこなかっ
た。その経験から，「あいさつ＝気持ちがいいもの」から「あいさつ＝ダルイもの」と考えるようになってしまっ
たのも原因のひとつであると考える」という記述がある。
2つ目は，それまであいさつができていなかったが，教師に強く後押しされてあいさつをしてみたことで，体
験的にあいさつの意義を深く理解し，あいさつができるようになったという記述である。たとえば，「＊自分の記
憶では，親の後ろにいつも隠れている，引っ込み思案な子どもだったと思う。そんな私に転機が訪れたのは，中
学校のときだ。体育の授業で，まずあいさつの練習からはじまった。体育館シューズ 1組を至るところにおき，
そこに人がたっていると思ってあいさつをしていくというものだ。お辞儀は 45度。声は大きく元気に。なんかバ
カバカしいと思ったけれど，先生は本気だったし，怖かったので，私たちもやった。中学校では，登下校も廊下
ですれ違ったときも，きちんとあいさつするということを学んだ。1年生のときの担任に，「先手必勝」という言
葉を教えてもらった。あいさつでいうと，相手がしてくる前に自分からするということだ。正直，先生が怖かっ
たからやらざるを得ないという節もあったが，自分からあいさつができるようになったのは確実に中学校の先生
のおかげである」や，「＊中学に入学し，新しい友達ができても，自分の領域にはなかなか入らせないで殻にこも
ることが多かったのだ。いつもの友達と，いつもの行動パターン。これは変わることはないと思っていた。けれ
ど，そこで出会ったひとりの熱血系の先生に人生を変えてもらったといっても過言ではない出来事があったのだ。
先生は，私たち生徒に全力でぶつかってきた。「あいさつしたら友達が増えるぞ！」「あいさつ運動してみよ
う！」。先生は毎日，一人ひとりの生徒に「おはよう！」「さようなら！」と元気に全力であいさつをしていた。
もちろん最初はみんな，内心では，あの先生，面倒くさいなぁと思っていたけど，あんなに生徒に本気であいさ
つするって，相当な気力だな，すごいなと感心しはじめたのだ。最初はイヤがられた先生も，先生のあいさつを
聞くと，1日シャキッとするくらい大切になった。私の心が感動し，動いた音がしたのだ。これは，私，変われ
ると思ったのだ。それからは早かった。確かに勇気がいることだったけど，私は毎朝あいさつをみんなにするこ
とにした。朝掃除をしている近所のおばさん，毎朝犬の散歩をしているおじいちゃん，近所で飼われている犬，
門にたっている先生方，あの私を変えてくれた先生。この出来事のおかげで習慣がついて，高校でもあいさつの
おかげで友達ができ，大学でもたくさんできたのだ。あいさつは偉大だ。あいさつは私を変えてくれたのだ」，
「＊中学校に入学してからは恥ずかしいからということであいさつをしない理由になるわけもなく，少しずつでは
あるが，あいさつをするようになった。私が一番記憶に残っていることは，中学校で「先生と出会ったときには
あいさつをする」ということを指導してもらったことだ。すると，さまざまな“気づき”があった。まずはじめ
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に，相手の変化に気づくことができた。毎日目をあわせてあいさつをするようになり，それがコミュニケーショ
ンの手助けになった。次に，ちょっとした感謝を伝えるものだなと感じたことだ。これはあいさつをかえす場合
になるが，「あなたがあいさつしてくれたことがうれしいです」ということを示していると思う。そして最後に，
あいさつをして気持ちがいいということだ。あいさつをした相手とかかわりをもちたいということを示すことが
できると考えるからだ。確かに一方的で，あいさつをかえしてくれないと悲しくなるが，それゆえに相手も気に
なって気づいてくれることがあるということだ」が該当する。
3つ目は，部活動を通して，普段のあいさつの大切さを学んだケースである。たとえば，「＊今の私が近隣の人
や先生などに自分から自然にあいさつするようになった理由は，中学のころに入っていたバレーボール部がきっ
かけであった。バレーボールは声をだしてプレイするスポーツなため，普段のあいさつも大切といわれ続けてい
たものだった。たとえば，学校内で学校の先生や顧問の先生，先輩と会ったときや体育館を入るときにも，「お願
いします！」とあいさつが必要であった。私のなかでは，部活に入ったことが一番のあいさつをするきっかけと
なり，そこであいさつの大切さを知った」や，「＊中学校のときは，部活で先生に，「他校での練習試合など特別
な状況じゃなくても，普段の生活からしっかりとあいさつはするべきだ。普段からあいさつできない人が，外で
もできるはずがない」と厳しくいわれてきた。私が小学生のときは，「毎週毎週，しつこいわ」と思いながらも，
習慣だから仕方なくやっているようなところもあったが，その習慣のおかげで，中学校でのあいさつもイヤだと
思わず，自分から進んでできるようになったし，高校生になってからも，そして今でも変わらずに，普段からあ
いさつができている」，「＊中学校にあがり，あいさつが徹底されはじめた。クラス対抗でどのクラスが一番よい
あいさつができるのか競ったり，部活でも「テニスができるようになるよりも前にあいさつができるように」と
指導されたりし続けた。そのおかげで私はあいさつの気持ちよさを知り，私は自分から朝のあいさつ運動に参加
したり，なにもないときは朝教室に入ってくる人みんなにあいさつをしたりするようになった。あいさつを通じ
て，自分自身が明るく活発になっていくのを感じた」が該当する。
『学習指導要領』では，小学校高学年から中学校にかけて，礼儀の意義を理解し，時と場をわきまえた，あるい
は応じた適切な言動をとることが目指されている。だが，『中学校学習指導要領解説 道徳編』で指摘されている
ように，まだ十分習慣化しているとはいえない。あいさつを自分からしても，相手からあいさつがかえってこな
いと，あいさつをする意味がみえなくなってしまい，あいさつから遠ざかっていってしまう。そこで，あいさつ
を人にいわれてするものから自分からするものへと変えていく必要がでてくる。その際，中学生の場合，まわり
があいさつしない人が増えるにつれ，その場の状況に流されて自分もしなくなっていく。望ましい行動がとれる
ようになるためには，教師の強いプッシュも必要となる。この点で，部活動の先生は，とくに「心情面を整える
こと」などの内面的な指導において特別のポジションにある。教師は一様に，部活のときの行動だけでなく，普
段の日常生活の行動の重要性を指摘している。
5）高校
高校では，あいさつについてどんな言葉をかけられたのだろうか。高校でなんらかの言葉をかけられたという
記述がある学生は，7名（6.5％）いた。内訳は，「先生から」が 3名（2.8％），「部活動の先生」が 2名（1.9％），
「部活動の先輩から」が 1名（0.9％），「部活動で」が 1名（0.9％）となっていた。高校では，道徳の授業がない
ことも影響しているのか，それほど記述があるわけではない。特徴的なのは，中学と同じく部活関係での記述が
4名（3.7％）と多くなっていることである。
a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎先生からいわれたフレーズ
＊先生や友達，掃除の方など，いつもお世話になっている人にきちんとあいさつをする
＊先生が全校朝礼で毎回：先生や保護者の方々にも，あいさつをしましょう
＊あいさつとは「心を開いて相手に近づく」という意味である
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◎部活動の先生からいわれたフレーズ
＊いくら演奏がうまくても，礼儀，あいさつができない部活は，真の強豪校ではない
＊あいさつをどこにいってもするよう
◎部活動の先輩からいわれたフレーズ
＊あいさつをすることで自分が強くなれる
◎部活動でいわれたフレーズ
＊先輩にあいさつをしない（と怒られもした）
b）フレーズの特徴
高校では，あいさつ関連の事項について，『学習指導要領』になにか内容が書かれているわけではない。だが，
ここで登場したフレーズは，中学校でみたものとほぼ同一線上にあるといっていい。高校で初登場の言説として
は，部活動の先輩から「あいさつをすることで自分が強くなれる」という言葉がある。
また，語尾に着目すると，「～する（ように）」（指示調）が 2名（1.9％），「～なさい・～しろ・～するな」（命
令・注意調）と「～なる（よ）・～だよ」（説諭調）と「～しよう（ね）・～してね」（奨励・提案調）が各 1名
（0.9％），「その他」が 2名（1.9％）となっていた。フレーズ数が少ないのでなんともいいがたいが，さまざまな
調子の言葉で語られている。
c）フレーズが記憶に残るとき
では，それぞれのフレーズは，どういう文脈で使われたのだろうか。ここでは，2つに分類できた。ひとつ目
は，あいさつはされたらかえすが，自分からはしなくなったという記述で，「＊高校では，先生が全校朝礼で話を
するたびに「先生や保護者の方々にも，あいさつをしましょう」とおっしゃっていたのを思いだした。私は小学
校で，先生や保護者の方などたくさんあいさつをした。このころはあいさつをするのが当たり前と思っていたの
で，人とすれ違ったらあいさつをしていた。しかし，高校では，あいさつをすることが少なくなった。このころ
はあいさつをするのが当たり前という意識は薄れ，あいさつをされたらかえすとあいさつに受け身になっていた
のである。小学校より高校の方が先生に「あいさつをしましょう」といわれる機会が増えたので，私のように年
を重ねるごとにあいさつをしなくなっていく人は少なからずいるのではないかと考える。私は，あいさつに見返
りは必要だと考える。高校では，しっかり目をみてあいさつをしているはずなのに，無視をされることが稀にあ
った。私は嫌われているのだろうかと不安になり，クラスメイトですらあいさつを交わさなくなった人がいた。
小学校では考えられなかったことで，このことも私があいさつをあまりしなくなった理由のひとつである。私は
あいさつがかえってこないと不安になり，次にあいさつをしたときもかえってこなかったらどうしようと怖くな
る。だから私は，あいさつをされたら気づくかぎりはかえすようにしている」と，「＊中学校，高校の部活動で
は，「先輩にあいさつをしない」と怒られもした。そのため，私は近所の人や学校の先生，先輩には，大きな声で
あいさつをするようにしてきた。高校 3年生のある日まで続けていた。その日，私はいつもどおり先生にあいさ
つをした。学校の先生だし，かえしてくれると思ったが，先生はかえしてはくれなかった。私はそれがすごくイ
ヤで，それからあいさつをしなくなった。もちろん，あいさつをされたらかえしていた」が該当する。
2つ目は，部活が礼儀重視の活動をしていたというケースで，顧問の言葉として「＊高校では全国大会常連校
の部活だったのだが，音楽面以上に顧問からいわれたことは，やはりあいさつである。「いくら演奏がうまくて
も，礼儀，あいさつができない部活は，真の強豪校ではない」というのが，いつも口うるさくいわれてきた言葉
だ。吹奏楽部は，演奏会などでたくさんのコンサート会場を訪れるので，そこの会場のたくさんの方々にお世話
になる。なので，その人たちに少しでも感謝の気持ちを伝えるためには，やはりあいさつが必要だと思う。そし
て，人のイメージも，あいさつひとつでとても変わると思う。たとえば，先輩に対していつもきちんとあいさつ
をする後輩は，それだけでとても感じよく思う。あいさつをすることは，その人のイメージが左右されるくらい
大切なことなのだ」が，また先輩の言葉として「＊高校生になり，再びあいさつをだれにでもできるようになれ
た。するようになったきっかけは，部活の先輩と学校の雰囲気だ。私の所属していた部活動では礼儀を重んじて
いた。部活動に入った少しあとに，先輩があいさつをすることで自分が強くなれると教えてくれた。私はそれを
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聞いて強くなりたいと思い，進んであいさつをすることにした。幸運なことに，私の学校はあいさつを学校にい
る全員ができるように力をいれていた。そのおかげであいさつがかえってこないかもしれないとか自分ひとりだ
けだったら恥ずかしいということを考えなくてよかったため，進んですることができた。そのような環境のおか
げで知らない人にもあいさつができていた」がある。
高校では，基本的な生活習慣としておはようございますと声かけをしたら，おはようございますという応答が
あってしかるべきというように，心理的社会的互酬性としてあいさつが十分に習慣化されている場合，ある種の
落とし穴が待っている。あいさつに見返りを求める心性ができており，あいさつがかえってこないことに対して
なされるべきことがなされないことへの失望と，それがなされないのは嫌われているせいなのかという不安に襲
われてしまう。その結果，そういう事態を招かないように，人からあいさつされたらかえすが，自分からするこ
とをやめる生徒がいる。
他方，より積極的にあいさつするようになった生徒たちもいる。とくに部活では，あいさつを感謝の気持ちの
表出や自分を勇気づける証と捉え，必ずしもあいさつを心理的社会的互酬性のあるものとはみていない。自分の
行動が他者の反応に左右されなくなると，だれにでもあいさつができることが窺われる。もちろん，場の空気と
して，心理的社会的互酬性が保証され，ひとりで浮いてしまうような雰囲気がなければ，もっといいだろう。
6）地域社会で
地域社会の人から，あいさつについてどんな言葉をかけられたのだろうか。地域の人になんらかの言葉をかけ
られたという記述がある学生は，3名（2.8％）いた。内訳は，「近所の人から」が 1名（0.9％），「集団登校時に
いた大人」が 2名（1.9％）となっていた。
a）フレーズ一覧
では，具体的にどんな言葉をかけられたのだろうか。以下は，そのリストである。
◎近所の人からいわれたフレーズ
＊いつもあいさつしてくれて偉いね。ありがとう
◎集団登校時にいた大人からいわれたフレーズ
＊集団登校のときの友人の父親：（旗持ちの人に）あいさつせんか！
＊集団登校時についてくる大人たち：朝会うときはあいさつを欠かさずするように
b）フレーズの特徴
採取されたフレーズ数が少ないのでなんともいいがたいが，ここでは近所の人との日々の交流のなかで自然と
でた言葉と，集団登校時におけるマナーの在り方を問う言葉があがってきている。
また，語尾に着目すると，「～なさい・～しろ・～するな」（命令・注意調）と「～する（ように）」（指示調）
と「その他」がそれぞれ 1名（0.9％）となっていた。
c）フレーズが記憶に残るとき
では，それぞれのフレーズは，どんなふうに使われたのだろうか。ここでは，2つに分類できた。ひとつ目は，
小学生ぐらいのときの話で，照れながらもあいさつしたらほめられるし，みんな笑顔になるからうれしいという
ことで，親しみのある，気持ちいいあいさつを実践している様子が窺えるものに，「＊小学生ぐらいのときは，あ
いさつするのが照れくさかったこともあった。だけど，近所の人に「いつもあいさつしてくれて偉いね。ありが
とう」といわれたことがあり，それからあいさつすると，みんな笑顔であいさつをかえしてくれていいこともあ
るし，うれしいなと思うようになった」がある。
2つ目は，集団登校がきっかけで，そこに居合わせることになった大人たちの声かけであいさつができるよう
になったという報告である。これについては，「＊今の私が近隣の人や先生などに自分から自然にあいさつするよ
うになった理由は，小学生のころの集団登校がきっかけであった。そのころ，私は小学生であったのもあり，今
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ほどあいさつを必要としていなかったが，あるときに友人の父親が「（旗持ちの人に）あいさつせんか！」と私た
ちに怒鳴られたことがきっかけであった。そのことがあってとき，私は小学生ながら朝早くたって見守ってくれ
ている旗持ちの人に失礼だと感じたのであった」と，「＊小学生のころは，高学年の子が低学年の子とともに登校
する習慣があった。大人たちもたびたびついてきていたが，朝会うときはあいさつを欠かさずするようにといわ
れていた。それは顔見知りをつくって，だれがきていないかを確認するためでもあり，朝一番に目を覚ますため
の方法でもあったという」に記述がみられる。『小学校学習指導要領解説 道徳編』には，「地域全体で，生活習
慣や礼儀，社会生活上のモラルを身に付けるなど，道徳性を高める実践活動を推進することが考えられる」とあ
るが，こうした方向線上に位置づく活動といえるだろう。
Ⅳ．おわりに～まとめと今後の課題
1．まとめ
「あいさつの教育」として，指導（しつけ）の言葉に注目した結果，以下のようなことがわかった。ひとつ目
は，指導の言葉は，多くの場合，日常生活のなかで短い表現でくりかえし提示されていることである。少し長く
なる場合は，ものごとの優先順位としてあいさつの方が大切だと語られている。
2つ目は，「あいさつの教育」では，家庭教育の占める役割が大きいことである。これに対して社会教育では，
地域の教育力の低下が指摘されるようにほとんどほとんど報告例がなく，教育力が発揮できていない様子が窺え
る。
3つ目は，家庭教育の場では，「あいさつをしなさい」という命令・注意調や「あいさつをする」という指示調
の言葉の使用頻度が高く，その言葉に支えられて行為が身体化されている。
4つ目は，学校教育では，小学校の低学年では気持ちのよいあいさつを指導するために「あいさつをしよう」
という提案・奨励調の言葉の使用例が多いが，学年があがるにつれ，時と場をわきまえて礼儀正しくさせる必要
から指示調の言葉が増えるとともに，命令・注意調の言葉も復活してくる。また，クラブ活動や部活動の先生の
特徴として，これらの活動をするよりもあいさつで日常生活を整えることがものごとの優先順位として大切であ
ることが語られている。
2．今後の課題
ひとつ目は，「あいさつの教育」における言葉による指導の限界問題である。今回，指導（しつけ）の言葉に注
目したが，あいさつの指導をされたからといって，すぐにできるようになるわけではない。できないからこそ，
くりかえしいわれた言葉が記憶に残りやすい。逆にいえば，それは，何回いわれてもなかなかできなかったこと
の証となっている。また，学年があがるにつれ，指導する人の言葉と現実の行動に齟齬を感じたときは，やって
いたこともやらなくなってしまう。「あいさつの教育」で，基本的生活習慣や人間関係の形成のために行われる言
葉の教育の研究だけでなく，暗黙のうちの学ばれてしまう態度などが及ぼす影響などについての研究が待たれる。
2つ目は，あいさつの心理的社会的互酬性の保証問題である。近年，こちらからあいさつをしても相手からあ
いさつをかえされないことで，無視されるなどのイジメが露呈してしまうことを恐れる心理があいさつすること
への壁になっている。ここには，いじめという現代的な問題が影を落として，居座っている。学校において，礼
儀の教育をこえて，あいさつをすることとしないことの現代的意味が問われている。
3つ目は，地域の教育力の低下問題がある。あいさつは，家庭教育や学校教育を通して日々身体化されるが，
社会教育にとっても重要な課題となっている。道徳教育では，家庭や地域社会との連携が求められ，地域全体で
あいさつを促す運動や心を育てる環境づくりが求められている。平成 29（2017）年 3月に起きた千葉小 3女児殺
害事件で，通学路などで児童の登校を見守る活動をほぼ毎日していた人が容疑者として逮捕された事態を受け，
そのありようが改めて問われている。とりわけ，地域の活性化や教育力の再建が求められる。地域の活性化とは，
「人々が活き活きと暮らすことのできる地域づくりすること，住みよい地域づくりをすること」であり2），また地
域の教育力の再建とは，「従来，いわば無意図的に行われてきた地域における教育・学習を，その衰退を自覚して
改めて意図的につくり出していこうとする運動」3）だが，「あいさつの教育」では，家庭教育，学校教育，社会教育
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のそれぞれがそれぞれの場での中心的役割を明確化した上で互いの要素を一部共有したり，全体共有したりする
活動を協働で行う学社融合のとりくみが重要になろう。とはいえ，その道は簡単ではない。今後，その担い手と
なる人材が不足していく事態への対応問題（人材確保問題）なども浮上している4）。
注
１）加野芳正編『マナーと作法の社会学』東信堂，2014, pp.vii-viii & p.248
２）岡本包治編『生涯学習振興計画の構想と実践』ぎょうせい，1993, pp.264-265
３）日本生涯学習教育学会編『生涯学習事典』東京書籍，1990, p.116
４）たとえば，島根県と鳥取県の山陰両県で，主に 60歳以上が加入する自主組織・老人クラブ数と会員の激減が報じられた
（「老人クラブ減少の一途」『山陰中央新報』2017年 8月 17日）。2012年に 2038クラブ，会員は 10万 5464人だったが，2016
年は 1828クラブ，8万 9281人になっており，その主な原因として会員の高齢化や勤務先の定年延長，役員のなり手不足があ
がっていた。老人クラブは子どもの見守り活動など重要な役割を担うだけに，あいさつ運動などへの影響は今後少なくない
と考えられるという。
島田 博司：あいさつの教育Ⅰ １１３
